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を設置し，Apache + PostgreSQL + PHP を用いた WebDB を
構築した．基地局の LinuxPC からは漁船に搭載したマイク
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する留萌市海のふるさと館（ 41° 56.778’N， 141°
37.785’E）に設置した．写真 2 に第 27 徳漁丸のブリッジ
上部，および留萌市海のふるさと館の屋上に設置した無線
LAN のアンテナを示す．ここで，移動局のアンテナ高は海
水面から 3.2m，基地局のアンテナ高は 31.5m であった．な
お，無線 LAN のアンテナは E 面半値角 9°の指向性を有す
る 8 段コリニアアンテナ（6dBi）を選定した． 
写真 2 無線 LAN アンテナの設置状況 
 
3.5 実験 
留萌市におけるナマコ桁曳網漁は 6 月 15 日から 8 月 31
日までの 2.5 ヶ月間が漁期となっている．実験は，平成 16
年の漁期に実施した．図 2 は平成 16 年 6 月 25 日から平成




























価を行った．Nearest Neighbor を用いて抽出した 2,878 点に
関し，水深の誤差評価を実施したところ，誤差の分布は正
規分布を示しており，誤差の平均は 0.186m，最頻値は
0.210m，平均の 95%信頼区間は 0.021m という結果であっ
た．誤差を生じる主な原因は Heaving を主成分とする船体
動揺の影響であると考えられる．したがって，加速度セン
サ等を用いて船体動揺の影響を補正することにより，誤差
を低減することが可能であると考えられる．しかしながら，
操業の効率化を目的とした三次元海底地形図としては十分
な精度を有していると言える． 
4． おわりに 
本報では，センサネットワークによる三次元海底地形の
取得と活用について報告を行った．マイクロキューブはそ
の拡張性の高さから，漁船による三次元海底地形の取得を
はじめ，海洋観測ブイによる水温の取得，海上施工専用船
の回航時における船体動揺の取得に利用が拡がっている．
しかしながら，現時点ではセンサ情報を取得する作業まで
は自動化できているものの，データベースに蓄積したセン
サ情報を解析する作業には人手を要している．今後は，セ
ンサ情報の解析を自動化することで取得した海洋情報を積
極的に活用していくと同時に，複数の漁船間で取得したセ
ンサ情報を共有することにより，より迅速に，より広域の
三次元海底地形図の作成を行いたいと考えている． 
